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 フッ化物洗口について 

予防効果のデータの提示について 

令和６年度２学期から小学校で始まり、現在は保育園の年中

以降でも実施されている。日本歯科医師会や厚生労働省をはじ

め多くの専門機関が、生涯にわたって歯に作用させることが有効

であると推奨しており、市内での予防の効果を示すデータは提示

されるべきであると考える。 

  小学校及び保育園におけるフッ化物洗口による虫歯予防の

効果について明らかにせよ。 

 

 

食後の歯磨きについて 

小学校での歯磨きがコロナ禍で中止されていたが、現在は、

全小学校で再開されていると聞いている。現状はどうなってい

るのか、保育園も含めて示せ。 

 

 

予算について  

  来年度の学校でのフッ化物洗口の予算が、今年度の 262 万

5,000円から 144 万 7,000円に減額されているが、保育園での

予算がほとんど横ばいなのに対して、減額した理由を示せ。 

また、私自身は食後の歯磨きが有効であると考えており、元

教員の方からも実際に効果があったと聞いている。令和６年６

月定例会での当時の教育委員会事務局長の答弁にも、「フッ化

物洗口は、各家庭で実施できるものであり、学校本来の業務で

はなく教職員には御負担をおかけすることになるため、学校で

の実施は苦渋の決断になる」、「なるべく教職員の負担を軽減す

るために、週１回法や薄めずにそのまま使える洗口液の使用を

はじめ、これまで教職員が行っていた業務を外部委託するな

ど、業務の総量が増えないように努めている」とあったように、

来年度のフッ化物洗口の予算については見直しが必要である

と考える。 

山田新市長体制で引き継いだ、逼迫した財政状況の中では、

フッ化物洗口事業の効果・コスト・教職員の負担を考慮し、ま

ずは食後の歯磨きの有効性を検討して、今後は希望者に補助を

出す事業に転換すべきであると考える。食後に歯磨きを実施す

るという以前の体制に戻すほうが、身の丈に合った健全な財政

運営と歳出予算の圧縮になると考えるが、所見を問う。 
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 ＰＦＡＳ検出問題について 

２月中旬に、白山市にある化学メーカー工場の敷地内にある

地下水から、国の指針値のおよそ 2,000倍の有機フッ素化合物

ＰＦＡＳとＰＦＯＡが検出され、地元住民からは健康被害の調

査を求める声が相次いだ。 

  令和６年 12 月定例会での水道水のＰＦＡＳの水質検査につ

いての質問に対する答弁では、「本市において、市内のフッ化

物を取り扱う企業やその処理の有無については把握していな

い」とあったが、白山市における問題の発生を踏まえて、市内

の状況を把握することが必須であり、より市民の安心・安全に

つながると考えるが、所見を問う。 

 

 

県水供給停止に鑑みて 

九谷ダム送水停止時の対応について 

  去る２月 10 日の県水供給停止に鑑みて、もし九谷ダムの送

水が停止した場合を想定すると、県水を市内全域に送水するこ

とができないが、その場合の対応についてはどのような想定を

しているのか、所見を問う。 

 

 

代替水源の確保について 

  ２月 24 日の加賀市防災会議における議案第１号加賀市地域

防災計画の修正についてで、「市は、代替水源（生活用水）と

して井戸水、河川水及び湧水等の確保に努める」という文言が

追加されたが、市はどこまで代替水源を把握しているのか。 

また、市民への周知をどのように行うのか、水源の管理は誰

が行うのかについても、併せて問う。 

 

 

クリアランス金属の再利用について 

  福井県は２月 18 日に、原子力発電所の解体に伴い発生した

クリアランス金属を加工した鉄筋が、県内２か所で行われてい

る橋梁工事の建設資材に使用されたと発表したが、今後、この

ような動きの拡大が懸念される。 

  加賀市としては、市民の安心・安全も考慮してクリアランス

金属の再利用は行うべきではないと考えるが、所見を問う。 
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 大聖寺実業高校との意見交換会での意見について 

遊ぶ場所やどの年代も楽しめる施設について 

  夏頃に全ての工事が完了する加賀温泉駅前広場にオープン

予定の加賀温泉駅全天候型広場施設を利用することで、遊ぶ場

所やどの世代も楽しめる施設・コミュニティーの場所になり得

ると思うが、所見を問う。 

 

 

防災について 

  ペット同伴マニュアルを作成し、ペット避難所を設置すると

いう意見や、ペット同伴の避難訓練を実施するという意見があ

り、これらのことは令和６年能登半島地震を教訓に、今後必須

であると考えるが、所見を問う。 

また、障がいのある方、医療的ケアが必要な当事者、当事者

家族等の個別避難計画を早急に作成すべきであると考えるが、

周知を含めた進捗状況を示せ。 

 

 

飼い主のいない猫の不妊・去勢手術助成事業について 

  雌猫の不妊手術の助成単価の増額によるボランティア活動

の負担軽減はありがたいことだと考える。一方、桜猫としてリ

リースされた後の餌やりへの住民理解や周知、多頭飼育崩壊の

いち早い把握、場合によっては所有権放棄のいち早い対応も、

共に必要なことであると考えるが、所見を問う。 

 

 

 

 

 

 

 

 


